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北 海道 は いまや、 かっ て例 をみ ない きび しい試練 の秋

を迎 えてい る。

産業構造 改革 によ る農産物 、酪農製 品の 自由化 、基 幹

産 業の石炭 、漁業 の低迷 、 さらに大動脈 の旧国鉄 の長大

路線 の廃止 は、北海道 に大 きな ダメージ を与 えてい る。

これ に追 い打 ちをかけ るの が、総 合保養地域 整備法(い

わゆ る リゾー ト法)の 成 立 を契機 とす る観 光開発 の ラ ッ

シュであ る。

良好 な自然 条件 をもっ大地域 に、 スポー ツ、 レクリエ

ー シ ョン、 さらに文化 活動 を行 う機 能 の整備 に民間活 力

を導入 し、 国や 自治体 が法的、経 済的 にバ ックア ップす

るとい うこの法 律 は、観 光業者 にと り願 って もない もの

とい えよ う。 こ うして北海 道 に殺 到 した数 十の計画 を見

ると、 いず れ もスキー場 にテニス コー ト、 ゴ ルフコース、

そして豪華ホテル と判 をお したよ うに個性 の ない計画。 し

か もこれ らの計画 は、大 資本 をもっ大手業 者のみ に可能

で あり、肝心 の地 元へ の メ リッ トは殆 どない。

さらに大 きな問題 は、 これ らの計画 が相 っいで実現 し

た ときに、北海 道の 自然 は どのよ うになるだ ろ うか?

とい う点で あ る。

これ らの諸問題 に対 して、 われ われ は どの よ うに対処

してゆ くべ きか、 これ をテ ーマ として今度 の特集 が企画

された。

思 い起せ ば、北 海道 のみ な らず わが国 全体 をゆ るがせ

た知床 国立 公園の森林伐採 強行 も1年 前 の ことで あ る。

当時 の最高責任 者田中宏 尚林野庁 長官(現 水 産庁長官)

が最近 ある雑誌 の対談 で 「…長官時 代の知床 につ いては

内心 じ くじた るもの があ るんで す…。林野庁 の イメー ジ

に傷 をつ けたのでは ないか とい う不安は否定 で きませ ん

…」 と語 っていたの が印 象的で あった。 あ まりにも遅 か

ったけれ ど、「その改心や よ し」 とい うべ きで あろ う。

この よ うな率 直 な反 省 を評価す るとともに、 自然環境

にかか わる事業 にあたる多 くの行政 官や政治 家が、 もっ

と真剣 に、良心的 にそれぞれ が当面 す る問題 を考 え、最

後 まで責任 を もつ こと を心 か ら要請 した い。

自然 との賢明 な共存 をは か り、 人び との生 活 を豊 かに

す る とともに、か けが えの ない自然 を次 の世代 に伝 えて

ゆ くことこそ、難 局 に立 た された北海 道 にあ るわれ われ

に課 せ られ た問題 で あろ う。


